
【簿記知識 実力チェックテスト】

問 題 －100点－ 制限時間 ３０分

甲株式会社（以下「当社」という。）に関する下記の【資料１】、【資料２】及び【資料３】に基づいて、【資料

４】のから⒇の金額を算定しなさい。なお、当期は×２年４月１日から×３年３月31日までである。

【資料１】 前期末の繰越試算表

繰 越 試 算 表 （単位：千円）

現 金 3,600 支 払 手 形 3,000

当 座 預 金 16,500 買 掛 金 9,000

受 取 手 形 5,000 未 払 法 人 税 等 1,900

売 掛 金 12,000 貸 倒 引 当 金 340

繰 越 商 品 6,000 資 本 金 18,000

前 払 営 業 費 400 資 本 準 備 金 2,000

利 益 準 備 金 1,000

繰 越 利 益 剰 余 金 8,260

43,500 43,500

【資料２】 開始手続及び当期中の取引

 前払営業費について再振替仕訳を行った。

 仕入先から商品62,000千円を仕入れ、代金は掛とした。

 得意先へ商品80,000千円を売上げ、代金は掛とした。

 買掛金61,500千円の決済として当社振出の小切手15,500千円、当社振出の約束手形42,000千円及び当社振出

得意先引受の為替手形3,000千円を交付するとともに、得意先振出の約束手形1,000千円を裏書譲渡した。

 売掛金75,300千円の回収として当社振出の小切手2,000千円、得意先振出の小切手10,300千円及び得意先振

出の約束手形63,000千円を受け取った。

⑹ 得意先振出の約束手形61,500千円を回収し、代金は当座預金に入金された。

⑺ 当社振出の約束手形41,500千円が決済され、代金は当座預金により支払った。

⑻ 期首の売掛金のうち200千円が貸倒れ、貸倒引当金を取り崩した。

⑼ 営業費8,660千円を現金により支払った。

⑽ 前期の法人税等確定納付額1,900千円を当座預金により支払った。

⑾ 当期の法人税等中間納付額1,700千円を当座預金により支払った。

⑿ 株式200株を１株あたり10千円で発行し、払込金額は当座預金に入金された。なお、資本金組入額は会社法

に規定する最低限度額とする。

⒀ 繰越利益剰余金による配当4,000千円を当座預金により支払い、それに伴って利益準備金400千円を積み立て

た。

〈ＴＡＣ〉無断複写・複製を禁じます（税15）

確認テＡ３－ １



【資料３】 決算整理事項

 期末商品棚卸高は7,000千円である。

 受取手形及び売掛金の期末残高に対して２％の貸倒引当金を差額補充法により計上する。

 前払営業費300千円を計上する。

 法人税等の年税額が4,000千円と算定されたため、当期の中間納付額を控除した残額2,300千円を未払計上す

る。

【資料４】 精算表

精 算 表

（単位：千円）

決算整理前残高試算表 決 算 整 理 損 益 計 算 書 貸 借 対 照 表

勘 定 科 目

借 方 貸 方 借 方 貸 方 借 方 貸 方 借 方 貸 方

現 金 ⒀

当 座 預 金 ⒁

受 取 手 形 ⒂

売 掛 金 ⒃

繰 越 商 品 ⒄

支 払 手 形 ⒅

買 掛 金 ⒆

貸 倒 引 当 金 

資 本 金 

資 本 準 備 金 

利 益 準 備 金 

繰 越 利 益 剰 余 金 

売 上 ⑿

仕 入  ⑻

営 業 費  ⑼

法 人 税 等 ⑽

合 計

貸 倒 引 当 金 繰 入 ⑾

前 払 営 業 費

未 払 法 人 税 等 ⒇

当 期 純 利 益

合 計

〈ＴＡＣ〉無断複写・複製を禁じます（税15）
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【簿記知識 実力チェックテスト】

得 点

／100

答案用紙 －100点－

（単位：千円）

    

    

    

    

〈ＴＡＣ〉無断複写・複製を禁じます（税15）
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